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富士西南麿の地形 と土地利用
- 慧 士 官 市 南 部 と 芝 JII 町 の 場 合 一

演 井 法 子

葛士 火山 /i,鮭 三髭適 を基盤に浜凄 蛙 の療新 に畠壌 土久山 が脅出 し′坪膚

虹 の初 め に亀 山錐 を作 る膿岸 の噴 出が あ って 巌血 Lた と者 え られ ている,帝

数枚威 紋そ の香南 魔 にある 歯炎 5190加減 下 の鹿威 ご/東 南 ヒ泉九 る潜耳 )Jlを
麿 として現山鹿 Pを密土丘蕨に大 き く監み で きるク地形 区介 を鼻 に ノ 濁井)lI

軒療 俵 賂 / 富 士 k 山原面 .火山 性顔吠 地及び1氾薮原/古爵4火山粛面 , 原色

鱒 /糸 底早 野 ′遼 遠 に細 分 したのtiノ 自然煮盤 の藷質素 を巌､谷殆 ヒ愛 解 し ,

麻せこ磨菓 夢魔 としこ肥 えL-3れB と番 え{:か らである ｡ (倉顔 d:土 ヒして掌

磨 ヒ地 好穿卦 ′痩地 萄壷 によ る ,)火山 性物 資 と.その⊥ に沖虜 した層 から

慮る舷豪 だ宣ヾ,不渡 7J(膚 である吉 富との 廉鬼 蜜 温泉が 地譲 に 出て いて′塞 j=

裾 藤 の湧泉 地顔 にあ をる,一塵 に水 に恵 まれ 射 ､火LLl鮭 と鼓ぺ′氷壁避雷ビ

ある ,,索漁 夫 の気候 は温吸 で /辛 )D気温 /a_70° ,年 商 蜜 1/i/,nれ (客 土

餐 )どあ る ク東盟 の腰 高 によ る差 も､rクC 孔 以 下な のであ ま ()な いQ

磯庭 園餌 の 一 クビある ′火山 の鹿渡 を鹿 える ことは ′ 以 上の よう(=土 ヒ し

て率直先 生 の地 質 をIiLTめ とする 韓背斜 や変 姥新森 によ っf=が .土日軌 士′
この虐感射 牛のこbと(=凄 くがら曙屠 され こきf=火山 地底 の太地威 か ,-級 飴

点火山土 地剰 覇が L;みて ,庫 に療 者 の地底 俊 を赦る ことゼあ る , 古 くかL;鮪

券 され て いる こ と食塊 .火山衆 ヒ しては--)の通底 座 である ので . まず太地

銭 の敢 史私 選 紳葱 界 を就 みる ,

本 地威 は蘇生蘇武 lこぼ魔 に人 間が慮座 し.それ以前も水の像 L;れる地 点 /I

ii産 んで いT=ヒ考 え られる ,富士 Ji/をめ ぐ る膚卿 はそ の頃 か ら深 く) 盛 土虎

簡碑数 ,姦 主演 .日数京 番 が ある o これ 射 也火山 と比 して席 殊 時で あ,a｡そ

の塞 土山 級 で も /息厳格矧 こ産 み /索鼻息 に薗 し,甲州 ヽの連勝 ゼ あった 大

塞 (蒐 盛 土窓市 )は .富 士山 の廉廉 関原 の や 疋兜 として皇ダ選 展 L,左ので あ

る C門前断が暑 起 され ,夢 日の富 士墓 の褒 賞 軽 の産 廃 を雅 ,)′白鼠窮淡 の参
耳 は,今日輿常 在贋 の奪 1.あ る ,, 斉 藤低 地 の神 田 の敦 だ､ゥ左 耕地 は .牽償 滋

塵 し/山 麿 の僚魔 東 IL網かれ て(＼くことによ ()鹿大 き九 こし､っ産 ｡泉 門寺域

(餐 地山酎 く)の暗殺 (/fF2年 )姓酉激 動 fF衆 であ っf=ので 蕗るQ,L戸藤
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柚 二人 っi=,漠賓 で虜 塞 な水のあ為 山東 が車 っ[=よる に ノ手鹿新鹿勝連 が 慶

め ().藤森 もや って いた ｡息饗雀牌 払底 わ ,).耕 地私 憂患励 て廉 射 線 上盤剰

常が な され bよるに をる- オ ′ 商 装 辻鼻廃 して .人 口が増加 しr=｡ こめ番腐

敗 に一喝,tLIo中腰 の碁盤知 鼠 か ら森厳毅鼠 へ の攻麻 凍新 の酵電 ′静粛 カ ,贋札

衣 . 女通 の鹿 ヒ展件 がそろ い/汲涙顔 終 業魂 嶺 へ の姦碑 にぬめ Lr=のであ,Fh,｡

虚栄 をや 疋 としを これ ま寸 の経 射 ま. エ紫 の座 腐 ゼ~変化し / 魔 窟厳 密 は 索
然各件 もき る 二 と恵 が ら.エ菜 を一般の とする潜 入丈条件 (=多 く支配 -たれ る よ

うになる b冬 日奮土 客は ,屠奴 の蛮 i=-巷原 と東 i:_1糞塊 療 養教養 しつつあ

(),地底 杓の労働力 を金邸 薮 収する麓 の太 市虜で は葱 いが ′ 脇座 一審藤 遡 氏

に故 くノ東京 市易 も トラ ック3藤間孝 の庭 畳 にあ る サ

主 目線 たる濃紫 の開運 に入 るが .まず兼業賓 の高 い車 が摩教 であ 盾 ,j廃 少

憩薪勉 (,平考 6､3庚 )ヒ多 い人口.それ にエ東 労働 力 客 の常食 が 多 いニ ヒか＼

寮医 で ,鹿骨 か LLの慈 しし､線角 で′昇進 ti'激 しい ゥ牌 に有衛 施潮也 は夢 二贋

轟 栄 が gCj:以上 妾占 め ′エ衆 簡鬼私の傾 向4 み られ ている ,阜黄 塵象 絃 /

町 歩瀬 上 の磨 象 にみ られ .山鹿肇 におザ＼か に固ま って あ るが ′ -磯 に葛袷 覇

据吻 (兼 ･盈 ･JtLつまい も ･観 衆 d c｣ を躍 る顔貌 が多 し､ , 心象 の北山 ･血

奮 ,村 山で は 他 ヒ商品拝顔 の!:ff､= ′ 鹿虎 象 ､素腹 / それ /=姓卑 奮 士か ん ら

A,が渡 出 して き産 土 らゼある .敗底 面の鮭楽 を地彩色倉 を風 間 し/7K利 一新

鹿 容の粥像 薮ま とめ る と.次 のよ うな薮栄 ]'Jk威 藍各 がで きる o

I.潜 射 日本軍地境 (渡師 ･大 畠 ･阿素 地 番 う

.濁井)1日平蔵低地-瀦 ク濁酎 1日ニ湧 泉 [:

よる鹿渡 3線二痩廉廉率 必㌻ 7,で /葛

癖 喪家 が魔 人 どう番 簿 寮 を行 う慶

丑､a
レノ

廃 立 あ る ,

山鹿田畑 鹿凌 (北山 ･大慶 ･

ノ｣､泉 )

火山 性戯決 兜及 び t苑盈泉 の蹄

が 底 く′-肇 藩主 火山原歯 J

神威 低 地 を食 む ,北 山 簡水 と

石沢))澗 水 圧Lよる痩 兇 ク水田

は多 くて FOql逝 くi,占め ろ,

左 は､こ ノ虜､教 養 の凍 金 JGF-鹿 又
IL腐蜜 を行 う.
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乱れ山艶畑作 地境 (村 山 一多 田 ･山奮 )

火 山性窮状ぬ .客土 及 乙ぐ古嘗よ 風面 に展開 され る着意 盛栄 と風葬顔好O

脚鹿本 く鼻 業多 い9葡 煮釣 廉廉 ;

∬a､畜 客土正味永 野敗 戒 (白糸 ･上野 ･細 野 )

火山性 ラビ盈原 と駕 岬 琶岸段丘.星 山廃 液 か らの 澄渡 ｡来作)ilo- at3才,

廃 ノ甘蕗 ′藩施 壁を加 えた数合せ .

机 ､嶺蜜 i=丘 藤 田僻 地威 (旦 雷 ･宣 鹿 ii/･星山 )

畠蛋土丘 庭 を草山丘 酪 (古 雷上,k山 原面 )吐軒 他車均 4W 及 ゼ 白糸 甫

廉廉 ｡第二農 務紫 は Ul10 ,g を示 す .

顔 貌 に永池毅 の展葉 の地 裁 性であるが ′底 地庭と鼻炎頒射こ丸巌 す るl二は凍

件が不+ 卦 のよ うな敗豪 がカ＼｡だ った ので ′本姓底 の賭破 線を良 書胸 出 して

歳香一

0水 .気候 に恵 まれ ているが .新 しい火ilj勉東 女の～ .火山灰 土磨Z線に マ

サの覇者 が あ lj , 畑雁 に療客 が ある.

㊤償高 の鷹 山 也底 であaから し火山 艶ヒしこ tよ).大嵐 (欧風 .渡属 ) め

度が よ いOエ 栗 ･蹄粟 の 産原 像 があ ()J畜産 壱近 い3

㊤古く菌糸三来 た ので耕 地 勉が凄 み ′ 作物 も多産 で.廉絢鎗摩兼で ある,

6)/ト温顔 経 営を ので兼 業鹿 象が孝 く′白糸 磨賢で あ る o 庫 産 物 といえ る 立

の る~し.

¢終審･#吐取 入れ られ ているが.奮発 ごId:任んのわず か七㌦ 厳 寒.鼻政審

が蒋放 射 /こ毎~患 われている ｡

磨為釦 こ云えだ .火山 魅塊 の鼻薬 として の性鷹 は .水利 ･土廉 尊の 畠鉄泉

件の中に乳 られ るが ′開港初顔 にIf紫馨 の大 きか った こ九 ら卓然各棟 は.敬

女 jLLは鼻策経 告 に決定 約 な系件 では患 い｡勉,ll-周 布 国包 地象 として の健勝 か

衆 寮や観衆 ･蕗盛栄 に菟 わ れ tいる とし､えよ う.

高冷地農業の地理的考泉

- 長 野 県 恵 庭 ス 郎 野 辺 山 原 の 場 金 一

山 車 正 チ

濠発展 のノ＼ケ葛 山鹿 ヒノ虹盈 する弊政 山原 は.僻 窓 /,3♂C 親 か ら//2c c 祝 )I

射 すで ′水 野 と牌雁 姐 の宏が る超 患冷舷威 ゼある Q

当地 城 を嶺 盈 Lf=変麹 の 目顔 は ･努且 山喝凝 集藷 i:ヰ tdi-iLた 野遡 山濠 の

･､賂森 性 〝-一敗威性 と奮 いた い ところゼある . しかレ/地 * l鮭とい う にlj:余

()に4'額魯魚寛 のスケー )i,が 小 さ漫 きぐる O 凍 って,額塵窮､了凌 Ii､＼原 糸 倣 ′ノ
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